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　去る平成22年 ５ 月16日㈰、安芸高田市の「リージャスクレス
トゴルフクラブ・グランドコース」において、『第 ５ 回広島城
北高等学校同窓会ゴルフ大会』が開催されました。今回の大会
も例年の大会に続き在校生への奨学金を目的としたもので、
155名（45組）の参加者が集い、ゴルフ場を貸切にしての盛大
なコンペとなりました。前回の第 ４ 回大会は突風と雷雨の荒天
でしたが、今回は気温25度、快晴、無風と絶好のコンディショ
ンに恵まれました。参加された皆様は、好調なスコアを記録さ
れたことと思いますが如何でしたでしょうか。スコアに拘わら
ず、学生時代に戻り和気藹々とした一日を過ごされたことには
ちがいありません。
　近年は、このゴルフ大会を利用して同期会ゴルフ大会にした
り、親睦クラブのゴルフ大会にされる同窓も増えてきていま
す。まだ参加されたことのない皆さんも、それぞれの仲間内で
の参加を計画されてはどうでしょう。
　なお、今年度の参加者によるチャリティは339,400円でした。

また、学校より13名の先生方が参加してくださり、先生方から
も15,000円ものご寄付を頂きました。先生方の愛校心と基金へ
のご協力に感謝致すとともに、厚くお礼申し上げます。
　今回も会場となったゴルフコースの支配人である同窓の矢野
俊一さん（10回生）には会場設営や懇親会運営のため多大なる
ご支援ご尽力を賜りましたこと、誌面をお借りしてお礼申し上
げます。
　なお、今回集められた基金が一部となり本年度の同窓会から
６ 名の奨学生ができましたことをご報告致します。重ねて皆様
のご協力に心より感謝申し上げます。
　来年度は更なる基金の拡充を目指し開催したいと思いますの
で皆様のご参加を心よりお願い申し上げます。最後になりまし
たが、本年度から参加者の順位を掲載させて頂きます。スコア
に関しましては個人情報？（名誉のため）の関係で割愛させて
頂きます。参加連絡先は同窓会事務局、二宮先生までご連絡下
さい。（連絡先082－229－0111）

広島城北高等学校同窓会　第 ６ 回　奨学金チャリティゴルフ大会
　　　日　時　　2011年 ５ 月15日㈰
　　　場　所　　リージャス クレスト ゴルフクラブ グランドコース（安芸高田市高宮町房後816）
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詳細は事務局までお問合せ下さい

広島城北高等学校　同窓会　事務局　　二宮　忠  宛
ＦＡＸ番号：（082）229－0112　ＴＥＬ番号：（082）229－0111
Ｅ - m a i l ：dousoukai@hiroshimajohoku.ed.jp

第５回広島城北高等学校同窓会ゴルフ大会（奨学金チャリティゴルフ）報告
平岡　弘光（17回生）同窓会副会長
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　2010年 １ 月30日㈯福山キャッスルホテルで広島城北高校第 ８
回、第 ９ 回卒業生の寮生中心の同窓会を開催したところ、同窓
会長の奥田君と高雄君も広島から駆けつけてくれました。遠く
は東京、神戸から駆けつけ、24名の懐かしい顔が集まり、高校
卒業以来37年ぶりに顔を合わせる人もいて、誰だか名前が思い
出せない一幕もありました。55歳となって我々は「少年老いや
すく」の通り、頭髪や体型の変化には目を見張るものがありま
した。
　そして、黒沢君が高校から借りてきてくれた高校の歴史のＤ
ＶＤを見ながら、また集まった一人ひとりが近況報告をしなが
ら昔話に花を咲かせました。ただ、進行の宮本君が「お前ら、
聞けえや。高校時代の授業中みたいじゃ。」と声を張り上げる
一面もあり、懐かしいあの頃を思い出しました。授業前の瞑
目、頭髪検査、体育大会、マラソン大会、文化祭、そして山紫
寮の食堂、風呂、部屋での一コマなど楽しい思い出ばかりが思
い出されました。37年前のことが昨日のことのように思い出さ
れる同窓会、次回も元気で会えることを約束して一次会を終わ
りました。そして、二次会、三次会へとほとんどの人が流れて
いきました。さらに、翌日は、有志が岡山西ゴルフクラブに於
いて、スコアを競い合うのではなく、楽しく旧交を温めるとい
う目的でゴルフを楽しみました。

第８回第９回城北高校卒業生同窓会in福山 田邊　　恭（ ８ 回生）

　広島鯉城～城北高校を卒業して42年、第三期生の面々が集い、
十干・十二支を一回り、生れた年の干支に戻るという「還暦」
を記念して、世界遺産・宮島にて、「還暦を祝う同期会」を開
催しました。物故者（18名）・住所不明者（16名）を除いて約
３ 分の １ の三期生・55名及び、恩師 ４ 名（桧山先生・山下先生
＝以上担任、清水先生、下見先生）の参加を得て、母校・城北
時代から40数年ぶりの懐かしい再会、還暦までよくぞ駆け抜け
てきた思い、定年を迎える年代としての感慨等々、少年時代に
帰り広島弁でぶつけあうタイムスリップしたような時を心置き
なく過ごせたのではないかと思います。
　私たち三期生は、いまだに毎年 １ 回、有志で同期会を開催し、
毎回20～30名が参加しており、また、同期ゴルフコンペも年に
３ ～ ４ 回開催していますが、毎回ほぼ決まったメンバーで集
まっています。今回は「還暦」ということもあって、東京、長
崎等の遠方からの参加も含めて、いつもの倍以上の同期生に参
加頂きました。
　 ９ 月 ５ 日㈯は、ゴルフ組は早朝から18名参加、佐伯カントリー
にて成績はどうあれ、旧交を暖め、夜は安芸グランドホテルに
て総勢59名の同期会・大宴会となりました。 ２ 次会も含めて夜
遅くまで、昔話に花が咲きました。また翌日は、遊覧船をチャー
ターし宮島大鳥居の真下をくぐり抜け、船上参拝を体験しなが
ら宮島へ渡りました。宮島では、厳島神社でお祓いを受け、大
聖院では「還暦講話」を拝聴、最後に見晴らし絶景の聚景荘に
て昼食・カキ飯をいただいて解散となりました。

　宮島での行事については、同期の正木君（土産物店・正木屋
社長）に大変お世話になりました。（宮島の土産はぜひ正木屋
で！）
　土日ということもあり、母校には立ち寄れませんでしたが、
私たちの在学時代から比べると校舎・寮も新しく立て替えられ、
卒業生も １ 万名を超え、少子化が進む世の中ではありますが、
広島の私立校の雄として、今後とも母校の発展を期待します。
母校には同期の武田教頭も奉職しがんばっています。還暦を迎
えた私たちですが、母校の発展に熱烈なるエールを送りたいと
思います。
　最後に、還暦を祝う会にあたり、丁重なる祝電を賜りました
福原校長先生及び同窓会事務局の皆様に厚くお礼申しあげます。

三期生「還暦を祝う同期会」開催 米丸　保博（ ３ 回生）

自然環境を生かし、快適な居住環境を創造する　花と緑のプランナー自然環境を生かし、快適な居住環境を創造する　花と緑のプランナー

東光造園株式会社東光造園株式会社
代表取締役　中　原　康　博 （3回生）

〒739-0025　東広島市西条中央8丁目23－12
TEL 082－423－0002　FAX 082－422－6247

2011年 １ 月 ３ 日
高校卓球部OB会開催予定

場　所：未定
連絡先：広島城北高校卓球部　菅　
　　　　TEL　082-229-0111
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　卒業して30年以上も
過ぎますと皆、昔の面
影は殆ど無くなり、わ
ずかに残った髪の毛を
大切にし、突き出たお
腹をゆすりながら昔話
しに花を咲かせます。
　12回生のゴルフ懇親

会は20年少し前から主に安芸カンツリークラブで行われてお
り、現在は石本修司くんが事務局として頑張ってくれています。
　以前は年に ４ ～ ５ 回行われていましたが、現在は皆の仕事が
忙しく城北高校同窓会のゴルフコンペへの出場も含めて年に ２
～ ３ 回となっています。
　各々の仕事は異なりますが、ひょんな所で繋がりがあったり、
この不況下での対応策や子供達の話し等ゴルフを通じて懇親を
深め合っています。大学や社会人の時に知り合った仲間とはま
た一味違った妙に懐かしい匂いがします。

　50歳を過ぎてもドライバーで飛ばし上げる人もいますが、ス
コアは置いておき馬鹿を言い合った昔の仲間達と楽しい一日を
過ごしてみませんか？
　高松三方くんがいつも用意してくれる参加賞のお肉はとって
も美味しいですよ。

12回生ゴルフ懇親会 江島　　剛（12回生）

広島城北学園・城北生にエールをおくります
医学部・医科大学入学者を紹介しお祝い申し上げます。

広島城北医会　会長：長井　敏弘（６回生）

吉本　拓郎（岐阜大）　　　　　安東　森太郎（長崎大）　　　　　　川本　数真（近畿大）
岡田　和大（和歌山県立大）　　岡崎　孝宣　（久留米大）　　　　　山岡　大祐（兵庫医科大）
井廻　佑介（北里大）　　　　　清住　龍之介（聖マリアンナ大）　　坂本　優樹（神戸大）
藤田　陸登（広島大）　　　　　山﨑　慎太郎（川崎医科大）　　　　垰本　僚太（福岡大）
工田　啓史（東京大）

順不同・敬称略（資料は広島城北高校より）

広島城北学園・城北生にエールをおくります
歯学部・歯科大学入学者を紹介しお祝い申し上げます。

広島城北歯科医会　会長：山村　剛（５回生）

榊谷　振太郎（広島大）　　　　高井　大樹（昭和大）　　　　津谷　　充宏（日本大） （他 1 名）

順不同・敬称略（資料は広島城北高校より）

同窓会では、会員相互の親睦をはかるために 5 年ごとに『同窓会名簿』を発刊しております。今年の12月の発
刊を目標に名簿業者が調査はがきを送るなどし、準備を進めておりますので、ご協力をお願いいたします。
なお、名簿（１冊3,900円（消費税込み））を購入希望される方は下記までご連絡下さい。
フリーダイヤル　0120‒088‒556
平日10時から12時、13時から16時（同窓会名簿係）

◆新同窓会名簿発刊について
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　城北高校の関係者の皆さんはじめま
して。昭和42年卒業の山下哲夫です。
あまり母校に顔を出さない私に原稿の
依頼が来て戸惑っています。但し、今
年は初めて同窓会ゴルフに参加させて
いただき楽しみました。これまで同級
生の集まり、あるいは青年会議所のＯ

Ｂの集まりである「山紫会」には参加しており母校のことはいつ
も気にはかけてはいます。
　さて、私も卒業して43年経過していますが当時のことは今で
も懐かしく思い出すことができます。高校の時の担任は大塚先
生で今も時折お会いしています。クラスは理科系で在学中は今
の職業である弁護士になる事を考えたことは有りませんでした。
どこでどう間違えたのかこの職業に就き老人になろうとしていま
す。
　弁護士として主に企業の法律問題に関する仕事をしています。
昨年は広島弁護士会の会長として裁判員裁判等に対応しました。
今年は中国地方弁護士会連合会の理事長として少しでも弁護士
会が社会の要請にこたえられるように頑張っています。最近は
母校の後輩も沢山弁護士になっていますので心強く感じていま
す。
　仕事以外では、元広島県警本部長の竹花さんが理事長のＮＰ
Ｏ法人「おやじ日本」の広島支部の立ち上げに参加しています。
この会は父親が率先して子供の育成に参加しようという会です。
興味のある方は連絡してください。又、山林をきれいにするボラ
ンティア団体や、公衆トイレ掃除に学ぶ会などに参加しています。
大げさな意味ではなく仕事のストレスをこのような場で発散させ
てもらっていると思っています。
　最後に、特に若い方にお話ししておきたいことがあります。若
い時に勉強しておいたほうが良いという事。私は、今、この年
になって英国人の先生に個人レッスンをうけ英語で苦労してい
ます。母校在学中は理科系ということもあって英語は嫌いで勉
強しませんでした。感じるところがあって10年前にレッスンを始
め、現在では海外に一人で行くことは出来ますが現地での意思
疎通は十分とはいえません。今後もそれほどうまく話せるように
なるとは思っていませんがこれからも継続するつもりです。そう

私の近況報告
山下　哲夫（ ２回生）

そう、一昨年は通訳なしでスコットランドに行き何とか「セント
アンドリュース」でゴルフは出来ました。
　ということで私の近況報告を終わります。

　朝日学生新聞社という新聞社をご存
じでしょうか。朝日新聞の子会社で、
朝日小学生新聞、朝日中学生ウイーク
リーを発行している会社です。私はい
ま、そこで出版担当役員・編集委員を
しております。
　長く東京暮らしをして、母校やＯＢ

の方との交流もほとんどありませんでしたので、卒業後の足取り
を申し述べます。
　私は東京大学に進み、文学部で社会学を専攻しました。大学
院でも引き続き社会学の研究を続けていましたが、両親が離婚
したことなどもあり、83年に大学院を中退して、朝日新聞社に入
りました。
　朝日新聞では新潟支局、横浜支局に配属され、サツまわり（警
察担当）からみっちり取材の基本を仕込まれました。88年東京
社会部に移り、東京地検特捜部担当としてリクルート事件を、
警視庁担当として、佐川急便事件を、それぞれ取材しました。
　やりがいのある仕事でしたが、夜討ち朝駆けの毎日で、帰宅
は午前 ２ 時近くになりました。休みもほとんどありません。 ４ 年
目にとうとう過労でダウンし、半年間入院するはめになりました。
　復帰後は教育の分野に転じ、文部省キャップをつとめました。
　私がジャーナリストを天職と感じるようになったのは、実はこ
のころのことです。運もよかったのでしょう、日教組と文部省の
歴史的和解、10年間中断していた中教審の再開など、特ダネを
連発しました。新聞の最も大切な仕事は権力を監視することで
すから、文部行政には厳しい立場で臨みましたが、型どおりの
批判にならないよう注意し、政策の背景や合理性にも言及しま
した。当時取材した政治家やお役人の何人かは、いまでもよき
友人です（広島といえば、親しくしていた寺脇研・職業教育課
長が広島県教育長に就任することになり、単身「敵地」に乗り
込む司令官にエールを送るつもりで「人きのうきょう」に記事を
書いた記憶があります）。

同窓会
久保谷　洋（10回生）



Shiroyama  No.32

9

　01年、45歳の早期退職制
度を利用して朝日新聞を退
職しました。20年間、がむ
しゃらに走りつづけ、オー
バーホールが必要と考えた
からです。朝日新聞系列の
ＣＳテレビ局でキャスター

をするほかは、哲学書や古典などを読んで暮らしていました。
２ 年前、今の会社にスカウトされ、再び朝日新聞の禄を食むこ
とになりましたが、社会部時代に比べれば余裕のある生活を送っ
ています。
　会社の所在地は東京都中央区築地です。近くには安くておい
しい店がたくさんあります。上京の折には一声かけてください。
e-mail kubotani@gakushikai.jp

同窓会員の皆様、こんにちは。20数
年前にこの会報誌「Shiroyama」（第
９ 号）の表紙に出させて頂いて以来で
大変ご無沙汰しております。

高校時代に出会い、始めた自転車競
技では「レースも人生も積極的に行動
することの大切さ」など多くのことを

学び、精神的にも大きく成長できたと思います。15年間選手生
活を続け、思い出深いことが沢山あります。中でも私の貴重な
財産である城北時代の経験が力の源となり、平成 ３ 年の全日本
選手権で優勝など数々のタイトルを取ることができ、卒業して
からもご指導いただいた今は亡き山根敏治先生と節子夫人には
大変感謝しております。

自転車競技部の先輩には、オリンピックや自転車レースの最
高峰「ツール・ド・フランス」に出場された方もいらっしゃい
ます。そしてその先輩方達と私の持っている知識や積み重ねて
きた経験が少しでもお役に立てればと思い現在、城北中高校自
転車競技部の練習・合宿時にアドバイス等のお手伝いをさせて
頂いたり、広島県自転車競技連盟と共に中学・高校生を対象と
したジュニア育成の大会「もみじサイクルロードレース」を開
催したり、今なお自転車業界とは切っても切れない関係が続い
ております。

自転車競技は競技人口が少なく、マイナーなスポーツですが、
機会があればレース観戦などを通じてもっと沢山の方に知って
いただけたらと思います。

自転車と私
胡井　良太（20回生）

現在、私は宅地の造成・売買を主とする不動産・建設業及び
飲食業（西区古田台と竹原市）と ２ つの異なった業種の仕事に
携わっており、日々勉強の毎日を送っておりますが、これから
も様々なことに城北ＯＢとしての誇りを持って取り組んで参り
たいと思います。

母校の今後益々のご発展と恩師の皆様方のご健勝を心よりお
祈り申し上げます。

城北高校を卒業後14年過ごした東京
から三次へ帰ってきて ５ 年目になりま
す。現在、私は家業（製麺・酒類小売）
を継ぐべく父の下で、麺作りに励んで
います。

食べ歩いた経験を元にアレンジした
唐辛子を練り込んだ中華麺「唐麺」を、

たまたまメディアに取り上げて頂き徐々にではありますが遠方
のお客様も増えてきました。

そんな私ですがこの原稿を書いている現在、三次の夏の一大
イベントである三次きんさい祭を10日後に控え、毎日を祭の準
備に追われて日々を過ごしています。

三次きんさい祭は今年で35回を数えますが、元々は当時停滞
していた雰囲気の三次に活気を与えるきっかけにしたいという
想いから生まれた祭です。今年度37歳になる私にとっては、物心
ついた時には既にあった祭であり、きんさい祭なくしては夏を
迎えた気持ちになれないほどのウェイトを占めるイベントです。

この祭のメインは太鼓を叩きながら踊る「どんちゃん」を中
心とした市民パレードで、私の生まれ育った地区も最古参の参
加チームの一つとして「どんちゃん」を叩いています。　　

我々のチーム十日市一区の団体責任者としての立場に加え、
三年前からはきんさい祭実行委員会の事務局メンバーとなり毎
年 ４ 月中旬から ７ 月いっぱいの約三ヶ月を祭中心の生活となっ
ています（もちろん仕事以外の時間ですが）。

実行委員会に参加したきっかけは、市民の祭でありながら一
部の裏方が多大な苦労を抱え込み、その実態を多くの市民は知
らずに祭り当日のみを楽しもうとしていることに疑問を抱いた
事です。

多くの仲間たちで準備しながら気持ちを盛り上げていく過程
を経てこそ、祭はより楽しいものになることを知ってもらいた
いと思っています。このことに共感してくれる20歳台の若者達
が年々少しづづ増えてきたことに喜びを感じながら、熱く楽し

熱く楽しい街に
江草　大地（27回生）

National/Panasonic

LPガス、ガス器具、家庭金物、家電販売、増改築工事一式
（長神金物有限会社）

〒731－0135 広島市安佐南区長束2丁目10番5号
ＴＥＬ 082－239－1658
ＦＡＸ  082－239－0078

長神　猛
（８回生）

長神憲一
（６回生）

長神一平
（34回生）

リビング長神
結婚式・ご披露宴

ご宴会・お宮参りの会食
ご結納・誕生日の会食
七五三の会食等

石井　計次（８回生）
広島市東区二葉の里２丁目５-11

TEL（082）261-0191　FAX（082）263-7151
http://www.geocities.jp/qwnmc633/

鶴羽根神社
披露宴会場 二 葉
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い街を実現できるよう三次きんさい祭をアツく盛り上げる手伝
いをしていきます。

この原稿が皆さんの目に触れる頃には既に今年のきんさい祭
は終わっていますが、来年の夏、三次のきんさい祭に参加して
みませんか。お待ちしています。

2000年から東京でエニシングという
日本の前掛けや、Tシャツを製造、販
売する会社をやっております、27期生
の西村です。

中高を城北で学び、卒業後、東京の
中央大学へ。その後食品メーカーの江
崎グリコで ５ 年営業を経験し、起業し

ました。
会社の主力商品は、酒屋さんなどで見られる「前掛け」ですが、

４ 年前、「面白い」とテレビなどマスコミさんに取り上げてもら
う機会が増え、一時小さなブームになったことがあります。そ
の時「このまま喜んでばかりはいられない。現状に甘んずるこ
となく、次の役割を自ら探して行かないと。」と思い、日本の仕
事着・前掛け15枚を持って単身ニューヨークへ飛び込みの営業
活動に出かけました。

事前の情報は、当時NYへ駐在していた、城北時代の友人に
聞き、営業先をリストアップ。ほとんどは門前払いでしたが、
捨てる神あれば拾う神あり、 １ 件、訪問した現地の日系の新聞
社さんから注文をいただき、それがご縁でこの ４ 年、毎年通い
続け、ニューヨークでの前掛けが広がっています。

昨年からは、 １ か月間の展示会も開催しており、　70代後半
の前掛けの職人さん達と共に、現地でトークショーなども行い、
日本の良き文化を広めています。

海外への興味が湧いたのは、城北中学時代です。中学 ３ 年の
時には、 １ か月の短期留学。きっかけを作ってくれたのは、城
北の先生や友人でしたし、その時の経験をもとに、大学時代に
１ 年近く留学することも出来ました。

もちろん費用の面でいろいろと面倒を見てくれた親に感謝。
同時に城北の環境があったか
らこそ、現在このような楽し
い仕事が出来ています。

近年、友人の結婚式で多く
の城北の仲間たちと17年ぶり
に再開しましたが、皆変わら

そ・こ・にはいつも城北魂
西村　和弘（27回生）

ず良い奴ばかりでした。これぞ城北！そんな仲間や温かく見守っ
てくれていた先生方がいてこそ今の自分があると実感していま
す。

　平成 ６ 年卒業（29回生）の益川弘如
と申します。現在私は、静岡大学の大
学院教育学研究科にて准教授として研
究と授業の毎日を送っています。
　専門分野は「情報教育」と「認知心
理学」です。コンピュータと心理学と
いう理系と文系が混ざり合った専門で

すが、大学時代に文理融合の認知科学という学際分野に出会っ
たことがきっかけでした。認知科学では人の知的活動の科学的
解明を目指して、人工知能や心理学、言語学、脳科学、文化人
類学、教育学といった様々な分野の人たちが集まっています。
そのような研究の世界に博士課程まで在籍しました。
　大学院在学中は、コンピュータネットワークを活用して、人
が今まで以上に学習を深めることができるよう支援する方法を
研究していました。21世紀に求められる力は、世の中でICTを
上手く活用しつつ、 １ 人ではなく複数人でアイデアを出しあっ
て、革新的で有用な知識を創り出していくことです。研究では
Web上 で 動 作 す る「 協 調 学 習 支 援 シ ス テ ム　ReCoNote 
（Reflective Collaboration Note）」を開発、授業で学生に使っ
てもらい評価をしました。このシステムでは、互いの考えを
Web上で共有、議論することでアイデアを比較吟味し、理解
を深めていくことが可能です。
　現在は大学院教育学研究科にて、ICTを活用した効果的な授
業方法や、理解を深めるために個々人の考えを互いに比較吟味
させる授業形態や教材について、小中学校の教員を目指す大学
院生や、 ２ 年間小中学校を離れて来る現職教員の大学院生を相
手に授業をしています。そこでは院生と共に県内外あちこちの
学校現場に行き、様々な教科の授業を観察して分析検討した
り、「人はいかに学ぶのか」という人の学習メカニズムに関す
る論文を読み、子どもたちが上手く学び合う方法について議論

情報と心理学で教育を変える仕事
益川　弘如（29回生）

2010年　合格実績
　国公立医学部医学科 27名合格　
　私立医学部医学科 43名合格　
　（医学部医学科　合計 70名合格）
　東京大学・京都大学 13名合格　
　（国公立大学　合計 156名合格）

長井ゼミは中３～高３まで充実の94講座！
高３・卒生は英数国理社５教科全科目ラインナップしています

１）中３～高２までは能力別クラス編成で基礎から応用まで対応
２）高３・卒生はレベル別・志望校別に細かくクラス編成

体験授業できます（無料）

〒762-0821　広島市南区大須賀町14-16
TEL 082（264）7004　http://www.nagaizemi.com

長井ゼミ主宰　長井　敏弘（６回生）

大学
受験長井ゼミ
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をしています。
　これからも、21世紀を担う子どもたちを育てるため研究に従
事していきたいと思います。

同窓生の皆様こんにちは。32回生
（1997年卒）の藤田泰弘と申します。
城北学園では、中学・高校の ６ 年間過
ごし、多感な時期に多くのことを学ば
せていただきました。中学の時に
ニュージーランドに短期留学したこ
と、高校に入ってアメフト部に入部し

たがすぐにギブアップしたこと、その後は勉強をほとんどせず
古迫くんたちとバンド活動に明け暮れていたこと、そのため高
校 ３ 年の進路相談のときは苦い思いをしたことなど思い出はつ
きません。ギリギリでしたが現役で青山学院大学に進学できた
のは、先生方のご指導のお陰です。本当にありがとうございま
した。

現在は、中国新聞社で記者ではなく、広告営業の仕事をして
います。仕事をしながら、多くの同窓生にお会いすることも楽
しみの一つであります。この場をお借りして、平素広告出稿を
頂いている同窓生の皆様、広告会社に勤務の同窓生の皆様に感
謝申し上げます。

さて、世間では「婚活」をはじめ「○活」という言葉が溢れ
ていますが、30歳を過ぎ私も多くの「○活」を始めています（な
んとか20代で結婚できたので、「婚活」はしていませんが・・・）。
様々な活動を始めたのは、ズバリ視野を広げ、経験値を増やし
たいから。ここで最近私が30歳を過ぎて始めた活動をご紹介い
たします。

まずは「講演会を聴きに行く」こと。著名な方が来広される
ときはもちろん、何か面白そうだなと思うと、有名無名問わず

「○活」
藤田　泰弘（32回生）

聴講しに行きます。健康のためにと、「早朝ウォーキング」、「自
転車通勤」、「ラグビー」、「ゴルフ」も始めました。眠くても頭
を起こすために、近所を約30分歩き、東照宮でお参りして自宅
に戻っています。「自転車通勤」は片道20分の道のりですが、
非常にいい汗をかきます。夏は非常につらいですが・・・。「ラ
グビー」は前職の先輩に声をかけていただき、参加しました。「ゴ
ルフ」は全く上達しません。

これらの活動で得たことは、仕事にも自然と活かされている
気がしますし、プライベートも今まで以上に充実している気が
します。この夏は、今まで苦手だった「アウトドアライフ」も
始めたいと思っています。

「○活」を通じて同窓生の皆様とお会いできる日を楽しみに
しています。

私は今、廿日市市の宮島で、杓子な
どの木製品を作る仕事をしています。
大きな看板杓子もありますが、杓子・
料理ベラを主に作っています。

宮島で杓子が作られ始めたのは、江
戸時代（寛政年間）の頃からです。島
の多くの人が製造に携わった時期もあ

りましたが、今では二軒になってしまいました。プラスチック
製品や安価な外国製品の普及や、後継者不足が大きな問題と
なっています。

私がこの仕事を始めたきっかけは、四年前、父が体調を崩し
たことでした。体調が回復するまで少しの間、家業の杓子作り
を手伝ってくれないかということで、私は宮島に戻りました。

それまで私は、父の仕事を継ごうとは考えておらず、生まれ
育った宮島から出ることばかり思っていました。木工の仕事は
木埃が舞い、怪我も付き物です。また、島内は狭く、人付き合

私の近況報告
藤井　佐武郎（35回生）

代表取締役社長

（7回生）

小早川歯科医院

小 早 川 　 靖
（7回生）

〒734－0023 広島市南区東雲本町2－5－17
ＴＥＬ 082－282－7280
ＦＡＸ 082－282－2471

新和金属株式会社

新 谷 哲 章
代表取締役 社長

（6回生）

本社・府中工場 〒735-0029 広島県安芸郡府中町茂陰1丁目8－7
TEL（082）282－5537　FAX（082）285－5373

高屋工場 〒739-2117 広島県東広島市高屋台1丁目8－23
TEL（082）434－8787　FAX（082）420－4077

e-mail :ts0829@msinwa.co.jp
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いが面倒だと思っていたからです。
しかし、実際に宮島で生活し、物を作る仕事は、考えていた

ことより抵抗なく受け入れられました。物を作り、その作った
物を使ってもらえるということは、とてもやりがいのある仕事
です。

また、数年間離れていた故郷は、離れてみてわかる良いもの
が沢山ありました。厳島神社をはじめ、歴史ある数々の寺院、
島の大部分に残る自然、杓子・轆轤細工・彫刻などの木工芸です。

最近では、若い世代の人たちが様々な分野で、宮島を拠点に
活躍し始めました。

私は宮島に生まれ育ったことを誇りに思い、物作りを通して、
沢山の人々とつながっていこうと思います。

　同窓生の皆様、こんにちは。平成18
年 ３ 月卒業（41回生）の竹中裕哉と申
します。
　私は今年の ４ 月から、「名鉄観光サー
ビス株式会社」という旅行会社で、仕
事をしています。旅行のある所を探し、
営業をし、お客様に対して企画・提案
をし、他社との競争があり、添乗をし、

最後に精算をするというのが、私の大まかな仕事の流れです。
この流れは、お客様に対して、 １ から10まで関わることができ
るというメリットがある反面、４ 月に入社したばかりの私にとっ
ては、覚えることがたくさんあり、とても大変です。
　ただ、大変なのは確かなのですが、私自身がやりたかった仕
事、入りたいと思っていた業界、就職活動で出会い、入社したい、
挑戦したいと思った環境で働くことができているので、残業と
なっても「苦痛」を感じることは、今のところありません。毎
日が新しいことの連続で、楽しくて仕方ないです。
　この仕事をしていて、おもしろいのが、旅行の幹事さんが、
社長さんであったりする場合です。そういった場合は、入社 １
年目の私が、いきなり社長さんと対話なんてことになることも
あります。右も左も分からない新人なので、もちろん緊張はし
ます。しかし、命まで取られるわけではありません。むしろ、
失敗をして、何かを学ぼう、次に生かそうという精神で、今は日々
取り組んでいます。
　それにしても、そういった社長さんになられるような方のお
話というのは、本当におもしろいです。本当に一つ一つのお話に、
それぞれの成功例、美談があるんです。
　そんなお話をいつも一人占めで聞くことができ、好きなよう
に質問ができる私は、本当に幸せ者だと思います。これは、こ
の仕事の最大の魅力だと、私は密かに感じています。

フレッシュマンな日々
竹中　裕哉（41回生）

� 専務理事　金子　邦彦（ １ 回生）
　この事業は広島城北学園創立50周年記念事業として、理事会
の取り組む事業の「核」と位置づけた事業です。
　平成21年 ４ 月からスタートして、現在強力に推進しているプ
ロジェクトです。理事会の特命事項を担当する専従者を配置し
て、中・高等学校の経営戦略の再構築を図るべく学内にプロ
ジェクトチームを立ち上げて取り組んでいます。
　全員ベクトルを同じくして、理事会、教職員の総力を結集し
完遂すれば、学園の明るい将来展望が開かれるものと確信して
います。

　プロジェクトの趣旨は以下の通りです。

１ ．目　　的　―�　「広島城北学園らしさ」を確立し、ブレな
い一貫した学園経営を行う。　

２ ．概　　要　―�　この事業は広島城北学園のアイデンティ
ティを内外に知らしめ、他校との差別化を図
るものである。

３ ．基本理念　―　「戸坂地区から国際人の育成」
４ ．具体的な戦略戦術
　　⑴　スクール・アイデンティティ（ＳＩ）＝学校強化
　　⑵　戸坂地区との地域交流＝地元に愛される学校
　　⑶　ビジュアル・アイデンティティ（ＶＩ）＝ＰＲ活動

　学園は2011年10月11日で創立50周年を迎えます。学園の歩んできた歴史を
振り返るとともに、今後の発展を願い「学園創立50周年記念事業」 を、学園
が主体となり同窓会、中高ＰＴＡ、幼稚園保護者会の協賛のもと実施するこ
ととなっております。

式　典　2011（平成23）年10月 ８ 日㈯　10：00～　本校体育館
懇親会　2011（平成23）年10月 ８ 日㈯　14：00～　ANAクラウンプラザホテル
創立50周年記念誌の発刊

　また、皆様には別紙にて、ご寄付のお願いをさせていただいております。
ぜひ、ご協力くださいますよう、お願い致します。

■学園創立５０周年

■広島城北ルネッサンス事業について

―学園だより――学園だより―
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黒　澤　逸　郎
（８回生）

黒澤波多見診療所

〒737-1207 広島県呉市音戸町波多見 5丁目16 -12
TEL 0823 - 52 -1118　FAX 0823 - 50 - 0051

（ 9回生）

■学園人事異動
　今年 ３ 月末を以って退職された先生は、以下の方々です。長
年、学園のためにご尽力下さりありがとうございました。退職
された先生方の今後益々のご多幸をこころよりご祈念申し上げ
ます。
　　教諭　　小　田　三枝子　先生　養護　（勤務36年）
　　舎監　　加　藤　正　文　先生　　　　（勤務31年）
　　教諭　　城　根　弘　明　先生　体育　（勤務27年）
　　教諭　　大　田　輝　美　先生　英語　（勤務19年）

小田先生より一言
　私は、昭和49年の ９ 月に、保健室で長年
頑張ってこられた望月先生の後任として、
この城北に入りました。
　その当時、私は22歳、何も分からないま
ま、幼稚園、小学校、中学校、高等学校の
養護教諭として、保健室経営、園児及び生
徒の健康管理等を任され、毎日が不安で押
しつぶされそうでした。しかし、その半年後に養護教諭が複数
配置となり、嬉しさと安堵の気持ちでいっぱいになったことを
覚えています。
　城北での想い出は、入って間もなくあった中高合同の運動会
や、翌年の夏だったでしょうか、山口県光市での臨海学校で
は、地元の学校を借りて、教室に畳を入れて泊ったことが、懐
かしく想い出されます。また、 ３ 月のまだ寒い能登半島への中
３ 修学旅行。夏休みに行った立山・黒部への高 ２ 修学旅行。雪
が舞う中で応援したマラソン大会。まだまだ心に残る行事がた
くさんありますが、その都度、大きな怪我や病気をしなければ
いいがと、ハラハラしながら救護に当たったことが、きのうの
ことのように思われます。
　それから、身体測定や健康診断の準備で走り回ったこと。
ベッドで休養させていた生徒から聞いた様々な悩み。救急車で
病院へ搬送される生徒に付き添い、「大丈夫よ。」と、声をかけな
がら、「早く病院へ着いて。」と、心で叫び、我が子のように心
配したこと。これらの経験や体験の全てが、自分の力となり、
今の私があります。また、いろんな方に助けていただいたお蔭
で、この歳まで勤めることができたのだと思っております。
　私は、この広島城北学園で勤めさせていただいたことを誇り
に、これからの人生を歩んでいきたいと思います。今までに出
会えた生徒のみなさん。教職員の皆様。本当にありがとうござ
いました。

加藤先生より一言
　2010年 ３ 月31日をもちまして退職し、早
いもので ４ ヶ月が過ぎようとしています。
城北小学校・山紫寮と31年間お世話になり
ました。　　　　
　思えば小学校時代は、児童募集、各種行
事においては中学校・高等学校の先生方や
職員のみなさまに大変お世話になりまし
た。山紫寮では生活指導において細かい指導などアドバイスを
いただき本当に助かりました。楽しい思い出や苦しい思い出、
悲しい思い出等紙面では表現出来ませんが、広島城北学園は私
にとって人生の故郷です。　
　過ぎ去った歳月の数々の思い出も、つかの間のできごとのよ
うに思われます。めまぐるしく変化する時代の流れの中、無事
に仕事を終えられたのも出会った方々の温かい支えがあったか
らだと感謝をしています。
　私は、現在、青少年の更生保護活動、地域の活動に積極的に
参加して少し社会貢献しています。また、時々田舎に帰って地
域の人達に助けを借りて農業をする準備に入っています。
　第二の人生は、楽しみながら社会に貢献出来るよう精進して
いこうと思っています。　
　広島城北学園の今後のますますのご発展をお祈り申し上げま
す。

■新任先生紹介
母校へ帰って� 数学科　熊本　裕一朗（36回生）
　広島城北中学校・高等学校同窓生の皆さ
んこんにちは。平成22年度から広島城北学
園に数学教諭として採用していただきまし
た熊本裕一朗（36回生）と申します。
　高校生の頃から『先生になって城北に
帰ってくる』ことを思い続けてきて、こう
してその思いが実現できたことに本当に感謝しています。
　私自身、城北での ６ 年間でたくさんのことを学び、たくさん
の人と出会いました。この経験や人との出会いによって私は大
きく成長させてもらいました。このような経験や出会いの場を
あたえてくれた母校に感謝して、今度は自分が生徒たちに伝え
て城北に恩返しできるように一生懸命頑張っていこうと思いま
す。どうぞこれからもよろしくお願いします。

小田　三枝子　先生

加藤　正文　先生

株式会社

代表取締役   安 田　洋 一

コスメティックス・インナーウェア・レッグ

本部 /〒730-0016 広島市中区幟町 3-58
TEL（08 2）22 8 - 8 2 5 8
FAX（08 2）22 1 - 1 5 0 0

（８回生）
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■城根　弘明先生（14回生）　逝く

■「夢に向って』

　　　　　　　　　　去る2010年 ３ 月30日、体育科教諭の城根
弘明先生（14回生）がご逝去されました。
先生は昭和58年に母校に奉職されて27年間
にわたり、バレーボール部の監督として後
輩の育成指導にあたられました。中でも全
国中学校都道府県対抗バレーボール大会
（さわやか杯）では本校の中学生を含む県

代表選手を率い第 ９ 回、第10回大会と ２ 年連続全国制覇を成し
遂げられました。
　また、同年 ４ 月30日には学校葬が体育館にて執り行われ、教
職員生徒全員でご冥福をお祈りしました。合掌。

先生ありがとうございました� 鍵元　皇樹（29期生）
　先生との出会いは、城北中学入学後のバレー部への勧誘の時
でした。とても気力に満ち溢れ、熱意のある先生でした。先生
からは、バレーを通じて、本当にいろんなことを教えていただ
きました。想像以上に厳しい練習でしたが、その練習を通じて
あきらめない強い気持ちを、また、礼儀・挨拶に関しては、さ
らに厳しい練習を通じて、何が一番大切かを教えて頂きました。
また、私が、広島に戻ってから、バレー部指導のお手伝いをさ
せて頂いていますが、改めて先生のバレーを通しての生徒への
愛情・熱意を感じることが出来ました。今、城北学園に入ると、
どの生徒も来客者に、挨拶をしてくれます。これは、広島一の
学園にしようと先生が全生徒に浸透させた教えと聞いておりま
す。こういった光景は、本当にすばらしく城北OBとしても非
常に嬉しく思います。先生から教えられたあきらめない気持ち、
礼儀をもう一度心に強く刻み、私もこれからの困難に立ち向
かっていこうと思います。今まで、本当にありがとうございま
した。どうか安らかにお眠りください。

� 高校 ２ 年Ｄ組　平川　亮
�　Ｆ １ ドライバーになることが僕の目標
です。中 １ の冬から趣味でレーシング
カートを始め、中 ３ の時に全日本ジュニ
ア選手権に参戦してシリーズチャンピン
（優勝 ２ 回）を獲得できた頃より、意識
し始めました。
　昨年（高 １ ）は、全日本カート選手権
に参加（シリーズ ３ 位）すると共に、ト

ヨタのレーシングスクールを受講して合格し、トヨタの支援す
るドライバーに選ばれました。またJAF（日本自動車連盟）か
ら国内限定Ａライセンスを発行してもらい、16歳でフォーミュ
ラーレースに参戦できることになりました。
　今年 ３ 月に16歳になり、 ４ 月のフォーミュラーレース（スー
パーＦＪ）でデビューウィンすることができ、フォーミュラー
レース史上最年少優勝記録を更新することができました。
　今年のメインレースはＦＣＪというカテゴリーで、このカテ
ゴリーは自動車メーカーが支援する若手ドライバー育成のため
の厳しいシリーズで、現在奮闘中です。
　レーシングドライバーは走行技術だけでなく、高い身体的能
力と強い精神力、そして語学力（英語）とコミュニケーション
能力が必要とされるスポーツですから、日々トレーニングをし
ています。また、プロドライバーである桧井先輩（23回生）には
いろいろ御指導しても
らっています。
　唯一の悩みは、学校
生活との両立を目指し
ていますが、サーキッ
トでの練習走行は平日
が多く、かつレース
ウィークは週初めから

サーキット入りしなくてはなら
ないため、学校を休むことが増
えてきていることです。
　ぜひ応援してください。

レーシングドライバー平川亮　公式サイト　　　　　
　http://ryo-hirakawa.com
トヨタモータースポーツ　公式サイト　　　　　　　
　http://ms.toyota.co.jp/jp/fcj
フォーミュラーチャレンジジャパン　公式サイト　　
　http://www.f-challenge.com
スーパーＦＪ　公式サイト　　　　　　　　　　　　
　http://www.jss-org.com/sfj

■卒業記念品紹介
第43回生の卒業記念品として学園へ『ワンタッチテント』を寄
贈しました。
第44回生の卒業記念品として学園へ『校歌を書した額』を寄贈
しました。
第45回生の卒業記念品として学園へ『学園章の入った一文字幕、
袖幕』を寄贈しました。
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　四月上旬、中学校の新たな総合学習（Integrated Studies 
through English）のための教室がつくられた。新たな総合学
習とは、外国人英語教師が英語のみを使っておこなう授業であ
り、生徒は週 ２ 時間この授業を受ける。

Integrated Studies through English（以後ISEとよぶ）の目的
・問題解決能力		  ・創造性
・批評する力		  ・コミュニケーション能力、技術
・主体的学習と思考能力	 ・表現力
・協調性のある学習能力	 ・プレゼンテーション能力
・調査・研究能力		 ・自己表現
・情報リテラシー		 ・探究心
・データの収集、分析能力	・進路意識
・独創的な意見形成	 ・英語力の向上
・好奇心			  ・学習への意欲

　語彙力や英文構成力を広げるために様々なテーマが与えられ
る。生徒たちは、個人またはグループ毎に課題に取り組み、発
表する。（活動は英語で行う）プロジェクトは、生徒が望む研
究が進められるように、ある程度自由な設定にしてある。

ディスカバリールーム
　生徒がＩＳＥの授業で使用するディスカバリールームと呼ば
れる新しい教室が ５ 月上旬に完成した。設計にあたり ３ つの要
素が盛り込まれた

第 １ の要素
　その教室は、生徒が個人
での、またはグループでの
学習活動が自由にできるよ
うに設計されなければなら

The beginning of April saw the commencement of a new 
Integrated Studies course for junior high school students, 
which is taught entirely through English by native English 
instructors twice a week.

Integrated Studies through English (ISE) aims to promote a 
number of things including: 
・Problem solving skills
・Critical thinking skills
・Independent learning & thinking skills
・Co-operative learning skills
・Research skills
・Information literacy
・Data collection, analysis & presentation
・Informed opinion forming
・Curiosity
・Motivation to learn

・Creativity
・Communicative competence
　(the art of communication)
・Expressive ability
・Presentation & public speaking skills
・Self expression 
・Pursuit of own interests
・Awareness of career options
・Development of English skills

 

Students are introduced to a variety of themes and explore 
associated English vocabulary and structures.   They are then 
given a series of individual or group research projects and 
tasks related to the themes that have to be completed and 
presented in English.  Projects are to a degree, open-ended in 
nature so that students have the freedom to take the project in 
the direction that they wish.

The Discovery Room
A new room called the Discovery Room was completed in 
early May for students to use during ISE lessons.  There were 
three factors were taken into consideration when designing 
the room.  

First, the room had to offer the flexibility for students to be able 

■ Integrated Studies through English & the Discovery Room

住　　所／〒730-0051
　　　　　 広島市中区大手町 3丁目平和大橋東詰
電話番号／ 082-241-7416　ＦＡＸ番号／ 082-241-3493
ＨＰアドレス／ http://www.kanawa.co.jp　三保 二郎（９回生）

かき船
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なかった。このことは、教室の机よりやや大型でコロの付いた
机を使い、グループで作業する時にはそれらを接続して使うこ
とで可能になった。大型の机は生徒の研究の成果を展示する際
にも利用できなければならなかった。それは明るく、カラフル
で変化に富んだ学習環境を生み出すことにも利用されている。

第 ２ の要素
　その教室には、最新のテクノ
ロジーの教育機器を導入できる
ような設計にすることが決めら
れた。そして45台のワイアレス
コンピュータータブレットが収
納できる場所も設計に組み入れ
られた。
　コンピュータータブレットは
生徒の研究やその発表の準備に
使用され、同時に放課後の個人
の学習にも使われる。特に電子黒板は、すべて英語でのコミュ
ニケーションの環境の中で、生徒が英語を理解する上でおおい
に役立っている。

第 ３ の要素
　その教室は、他の普通教室とは異なった雰囲気を創るよう
に、ヨーロッパの家をしのばせるデザインにされた。このこと
は教室の色彩（パステルブルーと黄色）やフロアリングの建
材、家具に表れされている。特に様々な形や大きさの掲示板を
利用することで、生徒は、自分たちが壁に家族写真を貼ってあ
る海外の家にいるような印象を受ける。

ＩＳＥとディスカバリールームのロゴ
　ＩＳＥとディスカバリールームのロゴはそれを見て一目で総
合学習の内容を理解できるようなデザインにする必要があっ
た。その前提でロゴはデザインされた。デザインのそれぞれの
部分には明確な意味がある。
正方形
　緑の正方形は生徒の世界、彼らが今まで体験してきたこと、
今の考え方、今思っていることなどを表す。
「目」とディスカバリー
　目尻、目頭の部分が正方形からはみ出ている。生徒たちは、リ
サーチをしていく中で新しい考え方、信念、文化などを「発見」
することができ、そこから生徒はさらに視野を広げ、彼らが今
生きている世界をさらに広げるという意味が込められている。

to work individually or in larger groups.  This was achieved 
by using large desks with magnets that allow them to ‘snap’ 
together for working in groups.  It also had to have space 
to display students’ work.  This also had the advantage of 
creating an environment, which is bright, colorful, and changes 
regularly.  
 
Second, it was decided to implement some of the latest technology 
into the room.  Storage for up to forty-five tablet devices with 
wireless Internet access was incorporated into the design.  The 
tablets are used for research and presentation preparation as 
well as for self-study after school.  An interactive whiteboard 
and sound system have also been included in the design.  The 
interactive whiteboard in particular gives students visual clues 
to aid understanding in the all-English environment. 

Finally, the room was designed to be reminiscent of a 
European house, creating an environment that is not typical 
of any other classroom.  This is reflected in the color schemes, 
pastel blues and yellows, the use of natural materials, and the 
choice of furniture.  In 
particular, the use of 
pin boards of various 
shapes and sizes give 
the impression of a 
house with family 
photographs on the 
wall. 
 
ISE & the Discovery Room Logo
It was decided that Integrated Studies through English needed 
to have a strong visual identity.  To this end a course logo was 
designed.  Each element of the design has a meaning.

The Box
The green box represents students’ world experience and their 
current ideas, beliefs, etc.  
The Eye and Discovery
The edges of the eye are coming out of the box.  Through their 
own research students are able to “discover” new ideas, beliefs, 
cultures etc.  Students expand their own horizons and begin to 
move out of their world of experience. 

内科・消化器科・呼吸器科

金 谷 医 院
院　長　金  谷  雄  生（9 回生）

〒732-0029 広島市東区福田 1 丁目 724－1
TEL 082－899－8000　FAX 082－899－7011
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ディスカバリーの「O」の文字
　これはデザインの特徴という
だけではない。教室の名前だか
らといって普通ではおもしろく
ないし名前の中に発見があるも
のにしたかった。だから単なる
「O」という文字ではないのだ。この文字は一筆で書かれてお
り、まるで日本の書道を思わせる。同様に、目の部分は三筆で
書かれている。この書に見立てた案は、デザインの中に伝統的
な日本の文化の要素を取り入れるためだ。生徒の学びの場がど
こであろうと彼らの将来がどこへ繋がって行こうと彼らは自分
の国の文化、歴史、伝統などを大切にせねばならない。日本人
としてのあり方を持ち続けるべきだ。異文化を学ぶ時、彼らは
決して日本の文化を軽視するわけにはいかない。加えて「O」
は「discovery」とういう単語の中央にある。それは目の真ん
中にある瞳に似せている。これは生徒が「発見」（学び）の中
心にいることを暗に示している。
なぜ緑色？
緑色である理由は 2 つある。
1  ．教室の表示が薄暗い廊下にあるので明るめの色が不可欠だ。
2 ．緑色は自然、活動的かつ探求をイメージさせる元気のでる

色である。そして「探求」と「discovery（発見）」の言葉は
密接につながっている。

文字スタイル
　この文字スタイルだと中 1 の生徒も簡単に読みやすく、しか
も洗練され古典的なデザインということでこの文字スタイルに
した。

　現在、生徒も教師もこの新しい教室での授業を、おおいに楽
しんでいる。ディスカバリールームは毎日、朝から放課後まで
利用されている。それは今後入学してくる生徒やその保護者た
ちからも理解と賞賛を得ることだろう。

The ʻOʼ in Discovery
This is more than just a design feature.  Even in the title of the 
room there is something unusual, something to be discovered.   
It is not just an ‘O’.  It is made with a brush stroke, similar to 
that of Japanese calligraphy.  Similarly, the eye is also made 
of three brush strokes.  The idea of using brush strokes is 
to incorporate an element of traditional Japanese culture 
into the design.  Regardless of where the students’ studies 
or the future might take them, they should value their own 
culture, history, and traditions, and maintain a sense of being 
Japanese.  Learning about diff erent cultures should in no way 
devalue Japanese tradition.  In addition, the ‘O’ is in the middle 
of ‘discovery’ and is a copy of the pupil in the eye.  This is 
to suggest that the students are at the center of their own 
‘discovery’, their own learning.

Why Green?
There are two reasons for the green color.
The sign for the room is in a dimly lit corridor, therefore a light 
color was essential.
Green is a refreshing color that conjures images of nature, the 
outdoors and exploration.  
The concepts of exploration and ‘discovery’ are very closely 
linked.

Font
This font is easy to read for fi rst year students but at the same 
time has a clean, classical appearance.

Staff  and students are enjoying the new course and classroom.  
The Discovery Room is used everyday after school and has 
also proved to be a hit with prospective students.

有限会社 ADAGIO
（ ア ダ ー ジ ョ ）

代表取締役　田 中 　 修
（12回生）

〒730－0813 
広島市中区住吉町16番20号広発ビル 4 F
TEL 082-543-6524  FAX 082-543-6525
E-mail adagio11@nifty.com  URL http://adagio11.com

林 社会保険労務士事務所

〒730－0805 広島市中区十日市町
1－1－24 小崎ビル
ＴＥＬ 082－296－1480
ＦＡＸ 082－296－1489

林 　 利 憲
社会保険労務士

（９回生）

児 玉 賢 司専務取締役 《13回生》

TEL（082）261－4949（24時間・年中無休）
■本社／〒732-0814 広島市南区段原南一丁目20番11号

光 徳 会 館（南区皆実町）   ・    松 源 山（安佐北区高陽町）
教伝寺会館（西区古田台）   ・    やすらぎの杜（安芸区矢野）
http://www.tamaya4949.jp　 e-mail info@tamaya4949.jp

こ　  だま　 けん　　じ

シクシク

創業昭和六年
株式会社

祝弔生花 ・ 花輪 ・ 葬儀 ・ 寝台車

葬儀場完備
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＜高　等　学　校＞
【バドミントン部】
第62回広島県高等学校総合体育大会　→ ２ 年連続 ３ 冠
　男子学校対抗戦	１  位
　男子ダブルス	１  位, ２ 位
	 　　　→インターハイ・中国大会出場
　男子ダブルス	 ３ 位　→中国大会出場
　男子シングルス	１  位, ２ 位
	 　　　→インターハイ・中国大会出場
　男子シングルス	 ３ 位　→中国大会出場
第28回全日本ジュニアバドミントン選手権大会
　男子シングルス	１  位, ２ 位, ３ 位
第29回全日本ジュニアバドミントン選手権大会
　男子ダブルス	１  位, ２ 位
広島県高等学校新人バドミントン大会
　男子学校対抗戦	１  位
　男子シングルス	１  位
　男子ダブルス	１  位, ２ 位
第31全国高等学校選抜バドミントン選手権大会　中国地区予選
会
　男子学校対抗戦	 ３ 位
広島県高等学校総合体育大会バドミントン広島地区
　予選大会　男子ダブルス	１  位, ２ 位
　　　　　　男子シングルス	１ 位, ２ 位, ３ 位
第63回広島県高等学校総合体育大会
　男子学校対抗戦	１  位　→ ４ 年連続 ５ 度目
	 　　　→インターハイ出場
　男子シングルス	１  位, ２ 位　→インターハイ出場
　男子シングルス	５  位
　男子ダブルス	１  位, ２ 位　→インターハイ出場

【硬式テニス部】
第62回広島県高等学校テニス新人大会
　男子シングルス	５  位
　テニス男子団体	２  位
第50回広島県高等学校テニス選手権大会
　男子ダブルス	 ３ 位, ５ 位
　男子シングルス	６  位, ７ 位
第63回広島県高等学校総合体育大会
　男子シングルス	 ３ 位, ５ 位　→インターハイ出場
　男子ダブルス	２  位
　男子団体	 ３ 位

【剣道部】
中国高等学校剣道選手権大会広島地区予選大会
　男子団体	２  位　→中国大会県予選大会出場
	 　　　→県総体出場
中国高等学校剣道選手権大会広島県予選大会
　男子団体	 ベスト16
　男子個人	 ３ 位,ベスト32　→中国大会出場

【バレー部】
第62回中国高等学校バレーボール選手権広島県大会　 ４ 位
第63回広島県高等学校総合体育大会　 ３ 位

【卓球部】
第55回広島県高等学校新人卓球大会
　男子Ｂ級	１  位（Ｂ級）
平成22年度広島県高等学校総合体育大会広島地区予選
　男子学校対抗	５  位
第63回広島県高等学校総合体育大会
　学校対抗男子Ｂ級	５  位

【陸上部】
第35回広島地区高等学校新人陸上選手権大会
　男子三段跳び	 ３ 位
　男子 ４ ×400mR	 ７ 位
第63回広島地区高等学校陸上競技選手権大会
　男子400mリレー	５  位
　男子400m	５  位
　男子400m	６  位
　男子三段跳	６  位
第63回広島県高等学校総合体育大会
　男子400m	４  位　→中国大会出場
　男子5000mW	 ８ 位

【少林寺拳法部】
第62回広島県高等学校総合体育大会
　男子総合	１  位
　団体演武男子の部	１  位　→中国大会・全国大会出場
　組演武・男子二段以上の部	２ 位, ３ 位
	 　　　→中国大会・全国大会出場
　組演武・男子初段の部	１  位, ２ 位　→全国大会出場
第36回全国高等学校少林寺拳法大会
　組演武・男子二段の部	４  位
第30回広島県高等学校新人少林寺拳法大会
　男子総合	１  位
　男子団体演武の部	１  位

　男子自由単独演武の部	１  位, ２ 位
　弁論の部	１  位
　男子自由組演武の部	１  位, ２ 位
　男子規定組演武の部	２  位
第63回広島県高等学校総合体育大会
　男子総合	１  位
　団体演武男子の部	１  位
　組演武・男子初段の部	１  位　→中国大会・全国大会出場
　組演武・男子二段以上の部	１ 位, ２ 位, ３ 位
	 　　　→中国大会・全国大会出場
　組演武・男子規定の部	１  位

【自転車競技部】
第62回広島県高等学校総合体育大会
　個人ロードレース	１  位　→インターハイ出場
平成21年度中国高等学校自転車競技道路競争大会
　学校対抗の部団体	１  位
　個人ロードレース	１  位, ２ 位, ５ 位
	 　　　→インターハイ出場
第64回国民体育大会
　少年男子ロードレース	 ７ 位
平成21年度広島県高等学校新人自転車競技道路競争大会
　総合成績	１  位
平成22年度広島県高等学校自転車競技選手権大会
　総合	１  位
第63回広島県高等学校総合体育大会
　個人ロードレース	１  位　→インターハイ出場
　トラック総合	１  位
　ロード総合	１  位　→ ３ 年連続 ４ 度目
　総合	１  位
第45回中国高校自転車道路競技大会
　個人ロードレース	２  位,10位,11位
	 　　　→インターハイ出場
　総合	２  位

【バスケットボール部】
第62回広島県高等学校総合体育大会
　男子の部	 ３ 位

【吹奏楽部】
第47回中国中学校・高等学校吹奏楽まつりinさくらぴあ　ヤマハ賞

【囲碁将棋部】
第33回全国高等学校囲碁選手権大会
　男子団体戦	２  位

＜中　学　校＞
【バドミントン部】
平成21年度広島市中学校バドミントン選手権大会
　男子団体戦	 ３ 位
広島県バドミントン選手権大会	３ 位
平成21年度広島市中学校新人バドミントン　北ブロック大会
　男子団体戦	 ３ 位
　男子個人戦タブルス	 ３ 位
平成21年度広島市中学校新人バドミントン大会
　男子団体戦	 ３ 位
平成22年度広島市中学校選手権男子北ブロック大会
　男子団体戦	 ３ 位

【吹奏楽部】	
第33回広島県中学校吹奏楽アンサンブルコンテスト
　クラリネット四重奏	 金賞
　金管五重奏	 金賞

　サクソフォーン三重奏	 銀賞
【陸上部】
平成21年度広島市中学校陸上競技選手権大会
　二部男子 ４ ×100リレー	１  位
平成21年度広島市中学校新人陸上競技大会
　一般男子400m	２  位
第36回広島地区中学校体育大会
　男子200m	５  位
　男子400m	２  位
平成22年度広島市中学校陸上競技選手権大会
　一部男子400m	２  位
　一部男子200m	４  位

【少林寺拳法部】
第 ３ 回全国中学生少林寺拳法大会予選
　男子団体演武	２  位

第 ４ 回全国中学生少林寺拳法大会広島県予選
　団体演武	１  位　→全国大会出場
　個人組演武	１  位, ２ 位, ３ 位
	 　　　→全国大会出場

【テニス部】
平成21年度広島市中学校テニス選手権大会
　団体戦	 ３ 位

【サッカー部】
平成21年度広島市中学校サッカー選手権大会　　　 ３ 位

【アメリカンッフットボール部】
第10回ジュニアフラッグフットボール選手権大会　 １ 位

【バレーボール部】
広島県バレーボール選手権大会	３ 位

◆　僕たち　頑張っています！　◆

河野通俊
（24回生）

中 山　清
（22回生）

池 尻大吾
（29回生）

三井不動産販売中国株式会社
広島市中区中町9-12  中町三井ビル6階  〒730-0037
Tel. 082-242-3000（代表）  Fax. 082-247-9180

三井不動産販売中国

中野昇司
（10回生）

安 留 勇 二
（18回生）
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教科 実習生名 在籍大学・学部 回生

国語
向井佳樹 琉球大学法文学部国際言語文化学科日本文化専攻 41

高　直弘 県立広島大学人間文化学部国際文化学科 42

社会
妹尾亮佑 早稲田大学文化構想学部 42

小林圭介 同志社大学経済学部経済学科 41

数学 浜野元輝 東京学芸大学教育学部情報教育専攻 42

理科

小林未来 神戸大学発達科学部人間環境学科自然環境専攻 41

石田一裕 大阪大学理学部物理学科 42

玉井和樹 早稲田大学先進理工学部物理学科 42

芸術
福間修人 エリザべト音楽大学音楽学部演奏学科サクソフォン専攻 42

武川哲也 福岡大学工学部電子情報工学科 42

向井　佳樹（41回生）琉球大学法文学部国際言語文化学科日本文化専攻

　今思えば、不安という気持ちで始まった実習でしたが、城北
学園の先生方、そして生徒のみなさんのおかげで、本当に充実
した実習を行うことができました。特に、指導教諭の磯貝先生、
中森先生をはじめとした国語科の先生の皆様には、お忙しい中、
私のために多くの時間を割いて頂き、本当に感謝の気持ちで
いっぱいです。ありがとうございました。
　私の教育実習は、「教育実習期間は、人生で一番、授業のこ
とだけを考えることのできる時間だ」という磯貝先生のお言葉
で始まりました。私は、 ５ クラスを担当し、それぞれ ２ 時間ず
つの授業だったので、一つ授業にかける時間はかなりとること
ができました。その中で私がぶつかったのは、授業のヤマ場の
つくり方です。この授業で何を一番伝えたいか、その重要さに
気付きました。そのために、ひとつひとつの学習活動や発問に
も意味や目的を持たせ、それが生徒に伝わることも大切です。

これも磯貝先生に教わったことですが、誰に、何を伝える（考
えさせる）ための国語の授業なのか、ということを見失っては
いけません。授業を準備する際は、一番に学習者（生徒）のこ
とを考えて取り組む姿勢がいかに大事か、ということに気付か
されました。最初私の授業は、目的も何も見えないひどいもの
でした。それでも、一生懸命授業についてきてくれた中学 ２ 年
生の生徒のみなさんには、本当に感謝しています。みんな大好
きです。回数を重ねるごとに、授業は徐々に改善されていきま
したが、最後の最後まで課題ばかりの残る授業展開でした。もっ
ともっと勉強しなくては、と感じました。この実習を通して、
教員になりたいという思いも一層強まりました。この実習で学
んだ色々なことを、これからの私の人生に活かしていきたいで
す。最後に、三週間ご指導いただいた磯貝先生、本当にありが
とうございました。福原校長先生をはじめ、私を受入れて下さっ
た多くの先生方、本当にありがとうございました。

高　　直弘（42回生）�県立広島大学人間文化学部国際文化学科

　教育実習の三週間という時間は想えば長く始まると短い貴重
な時間でした。
　教育実習の初日を迎えるまで、私の胸中にあったものは緊張
と不安でした。しかし担当のHRであいさつの為に教壇に立つ
と生徒たちは拍手で私を迎えてくれました。私は、自らが在学
していた時と変わることなく城北は良い学校であったので嬉し
く思いました。
　このため、初めての授業でも良い雰囲気で実施できるだろう
と甘い考えで授業に臨みました。この初めての授業で「ただ話
す」ことと「授業」の違いに気付くことになります。自らの思
いと発問の不一致、生徒の予想外の答えへの対応など、授業は
生徒が居るからこそ成り立つのだと思い知りました。しかし、
このような拙い私の授業でも頑張って答え参加してくれる生徒
たちに助けられ、なんとか全部で六回の授業で一つの単元を終
えることができました。
　また、実習に臨むまでは教師の仕事＝授業であるとの思いが
ありましたが、勉学面のみならず遅刻や提出物などの生活面の
指導や、他にも色々な仕事があることを知り、教師の表に出な
い部分も見ることができた貴重な日々でした。
　最後になりましたが、三週間という長い時間ご指導いただい
た笹川先生、また実習生として受け入れてくださった福原校長
先生をはじめとした城北の先生方、誠にありがとうございまし
た。そして私が担当したクラスの生徒の皆さん本当にありがとう。

妹尾　亮佑（42回生）� 早稲田大学文化構想学部

　いつの間にか三週間の教育実習が終わってしまった。今まで
人に何かを教えることのなかった私は大きな不安と、母校に帰
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れるという期待を胸に教育実習にのぞみました。
　初日に担当クラスの朝のホームルームで「瞑目！姿勢！礼！」
という号令を聞いた瞬間に城北学園に帰ってきたと実感しまし
た。打ち合わせでは桂先生と菅先生から日本史Aと日本史Bの
教科書を渡され、全く違う時代を二コマずつ行うことになり、
必死に教材研究を行いました。最初の授業では緊張と焦りで声
も震え生徒の目も見ることが出来ず菅先生からやさしくも厳し
い指摘を受けたのが印象的でした。授業を行う回数が増え慣れ
てくればくるほど新しい課題が浮き彫りになっていき毎日格闘
の日々でした。先生は教科書に書いてある内容の数倍の知識を
持ちながら、その知識を生徒に分かりやすく工夫をしていかな
ければならないと、教えられていた頃には気づかない教える側
にたってはじめて気づくことが多々あり影の努力が何より大事
だと感じました。
　そして、教育実習最終日に武田教頭先生の「毎日が勉強」「教
師は生徒に教えるのではなく生徒に教えてもらうことで成長で
きる」というお言葉を聞き、実習を体験したからこそ共感でき
る深い言葉だと感じました。
　最後に三週間ご指導いただいた桂先生と菅先生、本当にあり
がとうございました。また日々勉強の毎日の中で、貴重な体験
ができたのは多くの先生方のおかげだと思います。本当にあり
がとうございました。

小林　圭介（41回生）�同志社大学経済学部経済学科

　「どんな授業をしても生徒にとっては同じ50分」
　これは、一番心に響いた言葉である。担当の亀田先生と昼ご
はんを食べていた時におっしゃられた言葉であった。 ４ 回目の
授業の後の昼食であった。生徒にとっては本当に申し訳ないが、
その授業は決して良いとは言えない、むしろ悪い授業をしてし
まったと思う。それは授業をする私が、自信なく説明していた
からである。もちろん教材研究をしてきたが、自分の言葉で説
明できるほど研究が出来てはいなかった。それゆえ、教科書を
なぞるだけの内容で終わってしまったのである。社会科目だけ
ではなく、どの科目、どの授業にも言えることだと思うが、生
徒の興味を引く授業、生徒が面白いと思える授業をするために
は、教科書をただなぞるだけの説明ではなく、そこに自分なり
のスパイス、自分なりの言葉に置き換える必要があると思う。
この ４ 回目の授業では、そこを怠り、生徒にとっては理解しづ
らい内容、面白くない内容になっていたのである。そんな授業
をご覧になった先生がくださった言葉である。まさにプロ
フェッショナルの言葉であろう。50分という時間をどう調理し
ても良い。それを活かすも殺すも教員次第である。プロフェッ
ショナルとして、授業の主役である生徒にとって実りのある授
業をしてほしい。授業をコーディネートするのは他でもなく教
員の役割であるからだ。実は私は、この「生徒にとっては同じ
50分」という考えで実習を望んでいた。しかし、実感として落

とし込まれていなかった。教育実習生であろうとも、現場の先
生であろうとも、生徒にとっては同じ「先生」である。だから
こそ、担当する授業は、現場の先生と同じクオリティでありた
い。そう意気込んでいたのだが、結果は前述の通りである。だ
からこそ、この言葉が胸に突き刺さったのだ。
　この ２ 週間では、自分の力とプロフェッショナルの力のあま
りにも遠いギャップを感じとてしまった。それでもあきらめな
い。いつか教育実習生に「どんな授業をしても生徒にとっては
同じ50分」と言えるように、鋭意努力していきたい。最後に、
この実習で関わった生徒たちに、受け入れてくださった広島城
北に、そして付きっきりで見てくださった担当の亀田先生に感
謝申し上げたい。

浜野　元輝（42回生）�東京学芸大学教育学部情報教育専攻

　私は、将来教師になるために、広島城北中・高等学校にやっ
てきました。大学 ３ 年生のときに、付属の高校で教育実習を行っ
たことがあり、不安感よりも期待感が強く、楽しみにしていま
した。まず、教育実習に来て、最初に感じたことは、何年経っ
ても城北はかわらなく良い学校だと感じました。指導力があり、
人間味のある先生方、素直で一生懸命な生徒たちに囲まれ、私
は多くのことを学びました。授業展開はもちろんのこと、生徒
への接し方、授業以外での教師の仕事など、生徒側の立場では
気づかないことばかりで、教師の仕事は忙しく、大変な職だと
改めて感じました。しかし、生徒たちと接していると、生徒た
ちのために仕事をすることは、私にとっては苦ではないことに
も気づきました。教材研究や担当クラスの掃除監督など、あら
ゆる機会、あらゆる場所で、いろいろなことを学ぶことができ
ました。
　この教育実習で、私は多くの経験をし、多くのことを知るこ
とができました。将来教師になったときに、この経験を活かし
ていきたいと思います。
　最後に、忙しい中、教育実習生を受け入れてくださった校長
先生をはじめとした先生方、短い間でしたが、本当にありがと
うございました。

小林　未来（41回生）�神戸大学発達科学部人間環境学科自然環境専攻

　「こんにちは」卒業して ４ 年ぶりに登る戸坂城山の坂で城北
生に声をかけられました。懐かしさを感じるとともに、教育実
習生として精一杯学ばせてもらおうと気持ちが引き締まる思い
でした。 ２ 週間教育実習生として母校である広島城北学園でお
世話になり、眺める「先生」としての広島城北学園はとても新
鮮であり、生徒時代とは全く異なったものでした。お世話になっ
た担当教員の立上先生には授業内容だけでなく板書の仕方など
多くのことをご指導いただき、普段の先生方の授業に対する「思

中 本 俊 之
代表取締役

（15回生）

〒730-0004 広島市中区東白島町13-15
TEL  082-221-9181（代）FAX 082-227-5129
http://www.nakamotohonten.co.jp

書籍・年史・パンフレット・カタログ等の企画・制作・印刷、
マルチメディア関連の企画・制作株式会社 ティア コーポレーション

谷 口 　 明
代表取締役 社長

（14回生）

〒730－0825
広島県広島市中区光南1－14－3トロール吉島2F
ＴＥＬ 082－543－5366（代）
ＦＡＸ 082－543－5358

弊社はコストカットダウンコンサルタントとして、通信コストの
削減・節電（LED照明、高能率反射笠）・節水に取り組んでいます。
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い」を強く感じました。見学させていただく授業では、先生方
のすばらしい授業の前にただただ、己の未熟さを痛感するのみ
でした。実習中にPTAバザーのお手伝いをさせていただく機
会があり、財満先生とお話しさせていただいたことがとても印
象に残っています。PTAバザーの受付をしている際、通り過
ぎる生徒と挨拶を交わしながら「城北生は素直でいい子が多い
ですね。」と私が口にすると隣にいらした財満先生が「そうじゃ
ろ、城北生は素直でみんないい子なんじゃけ。私はこの学校が
大好きなんよ。」とおっしゃっていました。卒業生である私は
６ 年通ったこの学校が大好きです。今回実習を城北でできるこ
とになりとてもうれしく思いました。しかし、城北を好きなの
は生徒や私たち卒業生だけでは無く、先生方も同じく大好きな
んだなとわかるとこの城北がいかに良い学校かという事を再確
認でき、この出来事の後さらに実習に熱が入ったことを覚えて
います。
　先生方をはじめとした学園職員の皆さま今回の実習ではとて
もお世話になりました。この文面をおかりしてお礼とさせてい
ただきます。城北学園が今後ますます発展することをお祈りし
ています。どうもありがとうございました。

石田　一裕（42回生）� 大阪大学理学部物理学科

　教育実習で城北学園に来させていただいていた三週間、それ
は楽しくて仕方がない日々でした。大学には教育学部がなく、
僕は専攻の授業を取りながら教職課程を履修していたのです
が、授業が遅い時間にあったのでスケジュール的にしんどいこ
ともありました。でも、この実習を終えた今、「やってよかった」
と自信を持って言えます。
　実習一週目にいろいろな先生方の授業を見学し、イメージを
膨らませて二週目に初めて授業を受け持ったのですが、なかな
かうまくいきませんでした。このとき、人に説明すること、話
を聞いてもらうことの難しさというものを実感しました。「興
味がわく授業」とはどんな授業なのか―。実習中そのことだけ
を考えていました。自分なりに考えた指導案を先生と直してい
きながら、最後は自分なりに納得のいく授業づくりができたと
思います。

　今回、実習をさせていくにあたって福原校長先生をはじめ多
くの先生方、とくに担当の渡辺先生には毎日遅い時間までご指
導いただき、大変お世話になりました。どうもありがとうござ
いました。

玉井　和樹（42回生）�早稲田大学先進理工学部物理学科

　広島城北学園を卒業してから早いもので ３ 年間が立ち、教育
実習生としてまた城北で勉強できることを非常に楽しみにして
いました。私が城北の ６ 年間で得たものは非常に多く、授業の
大切さや楽しさ、部活動でバスケットボールというチームス
ポーツを通して仲間や人とのつながりの重要性を学ぶことがで
き、充実した中学・高校生活を送ることができました。それと
同じ経験を生徒にさせるという立場になり、本当に先生として
やっていけるだろうかという不安でいっぱいでした。初日に職
員朝会の場で挨拶をしたときは、多くの先生たちの前というこ
ともあり、非常に緊張しました。何年たっても城北の先生方は
私の先生であるのだなということと、この教育実習期間中は自
分も先生であることを十分に自覚して望まなければならないと
その時に思いました。
　私が担当させてもらったのは高校 １ 年生で、ちょうど私と入
れ替わりで城北に入ってきた生徒の学年でした。元気な生徒が
多く、非常に雰囲気の良い学年だなと感じました。ホームルー
ムで生徒と接したりする中で徐々に生徒とコミュニケーション
を取れるようになり、城北での思い出や大学生活について話す
ことができました。教壇実習の際には今まで指導案を作成する
段階では気づけなかったことや自分の想定外の出来事が多くあ
りました。私が板書をしてから生徒にノートを書かせる時間を
とることや、黒板を使って説明する時に自分の立ち位置によっ
て見えない生徒がいるなど多くの注意点がありました。生徒の
立場になってどのように授業の流れを取ればいいのか、説明す
ればいいのかなどを考えるのにも苦労しました。
　今回の教育実習では教員という仕事がどういう仕事なのかを
知ることができました。毎回の授業がこれほどまでに細かく準
備されていたとは私が生徒のときには思ってもいませんでし
た。また教員は授業をするだけでなく、部活動の指導など様々

耳 鼻 咽 喉 科
くにもと医院

アストラムライン大原駅・フレスタ隣

TEL.082-811-8133

月 火 水 木 金 土
● ● ● ※ ● ●
● ● ● ／ ● ／

診療時間
午前9:00～12:00
午後3:30～6:30

診療科目

休診日 木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

耳鼻咽喉科
アレルギー科

※木曜完全予約＋手術

沼田町伴中大原5769-7國本　優（15回生） ホームページ  http://j-featuring-girl.mix-ict.net/

飲み会・パーティー・バーベキューや
クルージング・マリンスポーツ・スノボーに！

代表取締役

中　丸　　茂
（19回生）

安藝製紙株式会社

本　　　社　〒739-0443 広島県廿日市市沖塩屋4-4-51
☎ 0829-55-0333　FAX 0829-55-0335

東京事務所　〒105-0023 東京都港区芝浦1-3-3 NSKビル5F
☎ 03-6459-4521　 　東京ブリッジヘッド内
E-mail:akiseisi@nifty.com
http://www.a-k-inc.com/index.html

通信インフラを調査する会社

有限会社 アジル

〒739-1733 広島市安佐北区口田南3-22-22
Tel.082-841-3071   Fax.082-841-3072
Email:mr5815yk@ceres.ocn.ne.jp

代表取締役

Hiroki  Marumo
丸茂  裕樹（17回生）

信末特許事務所

信 末 孝 之
弁理士

（２0回生）

〒730－0017 広島市中区鉄砲町1－18 佐々木ビル4F
TEL（082）502－615 1
FAX（082）502－615 7
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な仕事があるということにも同時に気付き、教員として過ごし
た 2 週間は社会人としての経験もさせてもらったと思います。
教員という職業の楽しさ、厳しさの両面を感じることができ、
非常に充実した教育実習でした。
　最後になりましたが、指導教諭の西梅先生には遅くまで模擬
授業や教材研究に付き合ってもらい、また多くの貴重なアドバ
イスをいただき非常に感謝しています。他にも多くの先生方に
はお世話になりました。本当にありがとうございました。

福間　修人（42回生）�エリザべト音楽大学音楽学部演奏学科サクソフォン専攻

　私は、卒業してもクラブ指導の為、何度も車で登校していま
したが、スーツ姿であの坂を歩いたの初めてで、とても新鮮で
した。クラブに顔を出した時も、「先輩」ではなく「先生」と
呼ばれて、気持ちが引き締まった。そして職員室に入ると学生
時代にお世話になった先生方がいらっしゃって、生徒から見れ
ば、実習生の私でも同じ「先生」という立場で見られると考え
ると、感慨深い気持ちになった。そんな中で実習が始まり、担
当のＨ－Ｄの教壇に立って初めて生徒たちの前で話をした時
は、緊張して伝える内容を的確に伝えられなかった。どうすれ
ば良かったのかと考えながら、様々な授業を見学していると、
少しずつ答えが見えてきた。
　授業中の先生方の発問には必ず意図があり、それは生徒の状
況を把握した計画的な展開をしているものでした。生徒として
授業を受けていた頃は考えたこともなかったので、今思えば、
先生方の思う壺だったのだと感じた。
　その様にしたいと臨んだ一回目の授業は、自分の思い描いた
ものと全く違って、伝えたい内容を生徒に押し付ける授業に
なっていた。だから生徒たちの反応も悪くなり、スムーズな展
開にできなかったのでだと反省した。そこで、次から伝えよう
という意識を常に持って、わかりやすく丁寧に表現することを
心掛けて展開した。すると、生徒たちの反応も良くなり、初め
てちゃんと伝わっているという感覚を味わった時、これが教師
としての醍醐味なのだと実感した。この貴重な経験の日々は、
忘れることのない大切な財産となりました。

　最後になりましたが、実習生の私を受け入れてくださった校
長先生を始め、城北の先生方にお礼申し上げます。特に担当し
て頂いた原田和典先生、典枝先生には学生時代からとても御世
話になり、今回の実習でも、熱心にご指導していただき、心か
ら感謝しています。本当にありがとうございました。

武川　哲也（42回生）�福岡大学工学部電子情報工学科

　 2 週間という短い間の実習期間でしたが、内容の濃い 2 週間
となりました。最初の内は、自分がしっかり出来るのかという
緊張や不安にかられていましたが、在学中に教えていただいた
先生と話したりしている内に少しは和らいできました。
　最初に生徒と顔を合わせたＨ 1 Ｅのホームルームでは、緊張
していたのですが、熊本先生から聞いていた通り明るくノリの
良いクラスで温かく迎え入れてもらい安心しました。また、初
日から何名かの生徒と話せたので、すぐに馴染んでいくことが
出来ました。数日経つと、私がホームルームを担当することと
なりましたがある程度自信を持っていくことが出来ました。
　恩師の先生の授業を見学したり、私が授業をしたりして感じ
たことは、「先生はすごいな」でした。中学・高校と当たり前
のように授業を受けていた私は教えることの難しさや授業以外
での作業の大変さというのを身にしみて感じました。特に自分
が授業をする際には、どうすれば生徒が授業に集中し、理解し
てくれるかという点が難しいと感じました。最初に授業した際
は、生徒が理解したか不安でした。しかし、担当の戸高先生や
熊本先生と反省をしていき回数を重ねるごとに授業は良くなっ
ていき、最後のほうには生徒に理解してもらえるような授業が
出来たと思います。
　今回の 2 週間という短い実習期間でしたが、今まで私が体験
したことのないような経験をすることが出来ました。担当の先
生であった戸高先生を始め、熊本先生や諸先生方、授業をした
生徒達にお礼を言いたいと思います。本当にありがとうござい
ました。この経験を生かしこれからの生活に役立てていこうと
思います。

医療法人社団和風会

広 島 第 一 病 院

松 岡 龍 雄
（26回生）

理事長
院　長

〒732‒0013 広島市東区戸坂南二丁目9番15号
ＴＥＬ（０８２）２２９－０２１１
ＦＡＸ（０８２）２２０－２１７８

院　長

飯　田　　寿
（28回生）

光ヶ丘鍼灸院

〒732-0051
広島県広島市東区光が丘15-10 光ヶ丘鍼灸院
TEL 082- 264-6100  FAX 082- 264- 6104

はりきゅう専門  保険による往診あり（要医師の同意）

ひかり が おか しん きゅう いん

ひさし

3600082・225・3737082・225・3737
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■2010年度大学入試結果 進路指導部長　渡 　邦彦

　平成21年度卒業生253名のうち、国公立大学（大学校を含む）
進学者は42名、私立大学進学者は85名で、現役進学率は約50％
と、前年度に比べて大幅に減少した。特に昨年度は、大学入試
センター試験理系科目難化の影響で、私立大学の難易度も上昇
するという厳しい受験環境であった。
　しかし、現役進学率が大きく下がった一番の要因は、難関大
学受験者数延べ72名（前年度延べ48名）、広島大学受験者数延
べ46名（前年度延べ57名）と、多くの生徒が最後まで第 １ 志望
校にこだわったことである。この学年は中 ３ のときから本格的
に進路学習に取り組み、早い段階で志望校決定をし、計画的に
受験対策に取り組んできたことで、最後まで志を高くもち、強
い意志で受験に立ち向かった生徒が例年に比べかなり多かっ
た。また、この強気の出願・受験は、習熟度別クラス編成 ２ 年
目の効果ともいえよう。特に文系は、Ａ組に刺激を受けたＢ～
Ｄ組の多くの生徒が、最後まで諦めることなく国公立大学合格
を目指し、努力してきた。

　今年度の短期・中期教育経営計画における、進路指導領域の
具体的な目標・方策として、「生徒が高い志、強い意志を持っ
た受験ができるよう全教員が意識的に声かけをする」ことをあ
げているが、これは昨年度の合格者数には表れていない生徒の
取り組みを評価されてのことだと受け止めている。本校初の東
京大学理科三類現役合格も、生徒・保護者・教職員が高い志、
強い意志を持ち、ベクトルを同じにして取り組んできた成果の
一つであると私は考える。彼に追いつけ追い越せと努力し、多
くの生徒も結果を残すことができたが、それと同じように評価
しなければならないのは、現在浪人中の卒業生たちの志である。
　彼らにもぜひ、来春には満開の桜を咲かせてほしいと強く願
う。そのような意味から、「過年度生の進路に関して的確なア
ドバイスをし、また情報収集に努める」ということも今年度の
具体的な目標・方策としてあげている。すべての生徒の進路実
現のため、在学中だけでなく、卒業後もさまざまな形で全教職
員が生徒のサポートをしてゆくことが必要である。

2010年度　大学入試　合格実績
大学 合10 現役 合09 合08

北海道大 3 1 3 3
東北大 1
筑波大 2 1
千葉大 2
東京海洋大 1 1
電気通信大 1 1 1 4
東京大 1 1 1
東京学芸大 1
東京工業大 1
東京農工大 1 1
横浜国立大 1
信州大 3 1 1
岐阜大 1 1
三重大 1 1 1
京都大 2 2 2
京都工芸繊維大 2 1
大阪大 4 3 4 10
神戸大 3 1 1 2
和歌山大 1 1
鳥取大 1 1
島根大 1 1 2 3
岡山大 2 1 2
広島大 20 5 25 21
山口大 9 8 13 14
徳島大 2
鳴門教育大 1
香川大 1
愛媛大 7 5 5 4
高知大 1 1
九州大 3 1 6 4
九州工大 4 4
福岡教育大 2 2
佐賀大 1 1
長崎大 3 2 1 3
熊本大 1 1
大分大 1
宮崎大 2 2 2
鹿児島大 3 2
琉球大 1 1 1 2
国立大　小計 72 39 92 91
茨城県立医療大 1
前橋工科大 1
首都大東京 2 1 1

大学 合10 現役 合09 合08
横浜市立大 1 1
都留文科大 1
岐阜薬大 1 1
静岡県立大 1
愛知県立大 1
名古屋市立大 1
京都府立大 1 1
大阪市立大 1
大阪府立大 1 2
兵庫県立大 1 1 1
和歌山県立医大 1
島根県立大 1
新見公立大 1 1
岡山県立大 1
県立広島大 2 1 2 2
広島市立大 6 6 3 1
下関市立大 1 1
愛媛医療技術大 1
高知工科大 1 1
北九州市立大 1 1 4
長崎県立大 1 1
宮崎公立大 1 1
公立大　小計 17 12 15 22
北海道医療大 1 2
酪農学園大 1 2 1
岩手医大 1
仙台大 1
奥羽大 1
国際医療福祉大 1 2
埼玉医大 1
獨協大 1 1
明海大 1 1 1 1
千葉工大 12 1
帝京平成大 1
東京歯大 1
青山学院大 7 4 5 7
亜細亜大 2
桜美林大 1
学習院大 2 1 1
北里大 5 1 4
杏林大 2
慶応大 5 4 7 4
工学院大 1 1 2 2

大学 合10 現役 合09 合08
国学院大 3 1 1 3
国際基督教大 2
国士舘大 2 2
駒澤大 1 1 5
芝浦工大 8 1 11 41
上智大 1 2
昭和大 2 1
成蹊大 2 1 4
成城大 2 2 3
専修大 4 5 13
創価大 2
大東文化大 1
玉川大 3 2
多摩美大 1 1 3
中央大 12 4 12 25
帝京大 1 5 8
東海大 6 3 11 2
東京医大 1
東京経大 1 1
東京工科大 5 4 2 2
東京造形大 1 3
東京電機大 5 1 3 4
東京農大 4 3 12 9
東京薬大 2 2
東京理大 20 9 31 22
東洋大 6 4 5 6
二松学舎大 1
日本大 25 13 24 19
日本歯大 2
法政大 25 8 6 15
星薬大 1
武蔵工大 1 1 12
武蔵野美大 2 1 3
明治大 19 4 21 25
明治学院大 2 1 5 4
立教大 9 5 7 3
早稲田大 12 6 9 17
麻布大 1
神奈川大 2 1 2
神奈川工科大 5 5 2
関東学院大 1
マリアンナ医大 1
洗足学園音大 1

大学 合10 現役 合09 合08
東京工芸大 2
金沢医大 1 1
金沢工大 12 11 11 4
松本歯大 1
朝日大 1
中部学院大 2
愛知学院大 1 1
愛知工業大 2
中京大 1 2
豊田工大 1
日本福祉大 1 1
名城大 1
大谷大 1
京都外大 1 1
京都学園大 1
京都産大 8 3 9 7
京都橘大 4
京都薬大 1 3
同志社大 47 29 38 23
花園大 1
佛教大 4 1
立命館大 38 20 51 64
龍谷大 6 10 16
追手門学院大 2 1
大阪医大 1 2
大阪学院大 1
大阪経大 1 1 1
大阪芸大 1 1
大阪経済法科大 9
大阪工大 2 2 1 3
大阪歯大 1
大阪商大 2
大阪電気通信大 2 1
大阪薬大 1 1 1
関西大 20 6 22 31
関西医大 1 1
関西外大 1 1
近畿大 12 6 32 43
摂南大 1
桃山学院大 1
大手前大 1
関西学院大 25 8 28 14
甲南大 9 5 4 3

大学 合10 現役 合09 合08
神戸学院大 1 1 4 3
神戸薬大 2 1 4
兵庫医大 1 1
流通科学大 1
関西国際大 1
帝塚山大 1
岡山理大 3 3 3 1
川崎医大 2 2
川崎医療福祉大 1
吉備国際大 1 1
就実大 4
環太平洋大 1
エリザベト音大 1
呉大 1 1
比治山大 1 1 1
広島経大 8 8 12 17
広島工大 11 8 10 22
広島修道大 29 20 42 37
広島国際学院大 1 1
福山大 3 3 1 4
広島国際大 11 11 12 5
徳島文理大 2
四国学院大 1
高松大 1
松山大 2 7 1
九州産大 3
久留米大 2 1
久留米工大 1
産業医大 1
西南学院大 4 4 2 2
福岡大 8 3 6 6
福岡工大 1 1
福岡歯大 1 1 2
熊本保健科学大 1
立命館アジア大 3 1
私立　小計 500 249 564 663
防衛医科大学校 1
航空保安大学校 2
防衛大学校 2 1 5 5
水産大学校 1 1 1 1
中国職能開発大 1
準大学　小計 3 2 9 7
合計 592 302 680 783
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問い合わせ先
広島城北中・高等学校　入試運営委員会　℡082-229-0111　bosyu@hiroshimajohoku.ed.jp

　本校の平成23年度入学試験の日程が決まりました。

◎　中学校入試　　　　　　　　　　 １ 月27日㈭
◎　高等学校（JO【推薦】）入試　　 ２ 月 ２ 日㈬

◎　入試説明会（本校実施）
　　第 １ 回中学校入試説明会　　　　10月 ２ 日㈯（10：00～12：00）
　　第 １ 回高等学校入試説明会　　　10月30日㈯（14：00～15：30）

　　入試説明会（広島YMCA）
　　第 ２ 回中学・高校入試説明会　　11月27日㈯（10：00～12：00）

◎　地区別入試説明会
　　呉地区入試説明会　　　　　　　10月 ９ 日㈯　呉ステーションホテル（10：00～12：00）
　　三次地区合同説明会　　　　　　11月13日㈯　サングリーン（三次市）（14：00～17：00）

◎　私学協会主催　私学フェスタ広島城北学園
　　　　　　　　　　　　　　　　　10月 ３ 日㈰　広島国際会議場（10：00～16：00）

広島城北　同窓会 検索検索

　この度、同窓会では、同窓生に対する情報発
信、学園の広報活動の支援、同窓生の事業法人・
医療法人等の紹介などを目的としてHP（ホーム
ページ）を立ち上げました。その内容は、イベン
ト情報の提示、会報誌Shiroyamaの掲示、同窓生
紹介リンクなどです。是非、アクセスしてみてく
ださい。

　同窓会H.Pの趣旨にご賛同いただき、協賛金（年間3,000円）へのご協力をいただける方を募集してい
ます。できるだけ多くの方の参加を望んでおりますので、お誘い合わせの上、ご協力いただければ幸いです。
　なお、協賛の申込み、お問合せは、同窓会事務局（二宮）までお願いします。
　　　　　　　　　電話　082–229–0111　　FAX 082–229–0112
　　　　　　　　　メールアドレス　dousoukai@hiroshimajohoku.ed.jp

開 設

同窓会公式H.Pアドレス
http://www.hiroshimajohoku-dousoukai.jp/index.html

開 設広島城北高等学校同窓会公式ホーム・ページ

広島城北高等学校同窓会HP協賛金を募集しています


